
F-7   (ラZ干4) 2010年 (平成22年)3月 2日  火 曜 日

■ |11■|||.

ニッフ

「早起きニッポン計画」
を進める清水宏一さん
(京都市中京区 )

標
準
時
子
午
線
を
東
に
ず
ら
す
と
…

兵
庫
県
明
石
市
を
通
る
標

準
時
子
午
線
の
設
定
を
東
に

ず
ら
し
、
日
本
の
時
間
を
１

時
間
早
め
る
こ
と
を
関
西
の

大
学
教
授
た
ち
が
今
夏
、
国

に
提
案
す
る
。
日
の
出
と
日

没
の
時
刻
が
遅
く
な
り
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
生
活
リ
ズ
ム

京
大
教
授
ら

国
に
提
案
ヘ

で
実
質
的
に
早
起
き
に
な

る
。
い
わ
ば
恒
常
的
な
サ

マ

ー
タ
イ
ム
だ
。
特
に
経
済
活

動
が
集
中
す
る
東
日
本
で
日

中
時
間
を
有
効
活
用
で
き
、

経
済
効
果
は
２
兆
円
以
上
と

い
う
。
壮
大
な
構
想
は
日
の

目
を
見
る
か
？

京
都
市
を
定
年
退
職
後
に

伏
見
区
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
を
経
営
す
る
清
水
宏

一
さ
ん
（６４
）が
発
案
し
た
“

京
都
大
の
教
授
ら
で
つ
く
る

「関
西
活
性
化
研
究
会
」
の

部
会
と
し
て

「早
起
き

ニ
ッ

ポ
ン
研
究
会
」
を
２
月
初
旬

に
設
立
し
、議
論
し
て
い
る
。

日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
を

走
る
東
経
１
３
５
度
の
標
準

時
子
午
線
を
、
最
東
端
の
東

京
都
南
鳥
島
付
近
を
通
る
東

経
１
５
０
度
に
ず
ら
す
。
設

定
変
更
時
点
が
午
前
８
時
な

ら
９
時
に
時
計
の
針
を
動
か

す
。日

の
出
時
刻
が
後
ろ
倒
し

に
な
る
た
め
、
夏
季
の
朝
は

涼
し
い
時
間
帯
に
出
勤
、
登

校
で
き
る
。
冬
季
は
午
後
５

時
ご
ろ
の
日
没
時
刻
が
１
時

間
遅
れ
る
た
め
、
明
る
い
う

ち
の
終
業
も
可
能
で
、
消
費

電
力
を
削
減
、
余
暇
活
動
の

拡
大
効
果
も
見
込
む
。

ま
ず
公
的
施
設
や
学
校
で

始
業
時
刻
を
１
時
間
繰
り
上

げ
、
企
業
に
協
力
を
呼
び
掛

け
る
。
定
着
し
た
段
階
で
標

準
時
の
設
定
を
変
え
る
。
ド

イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
欧
州

で
は
東
寄
り
に
標
準
時
を
設

定
し
て
い
る
国
も
多
く
、
中

国
も
国
土
東
側
の
北
京
の
時

刻
を
全
土

で
採
用
し

て
い

る
。た

だ
、
斜
め
に
長
く
伸
び

る
日
本
列
島
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
の
声
も
あ
る
。
標
準
時

の
設
定
が
東
に
偏
る
こ
と

で
、
西
端
と
約
２
時
間
の
日

の
出
時
間
の
差
が
生
じ

「冬

は
朝
の
暗
い
う
ち
か
ら
登
校

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
危
険
」

と
い
っ
た
指
摘
だ
。
現
在
の

標
準
時
子
午
線
が
通
る
自
治

体
に
は

「
『時
の
街
』
が
売

り
の

一
つ
だ
け
に
心
配
只
明

石
市
広
報
課
）
と
の
戸
惑
い

も
あ
る
。
実
現
に
は
地
元
自

治
体
の
理
解
が
必
要
と
な
り

そ
う
で
、
難
航
も
予
想
さ
れ

る
。

（樺
山
聡
）

「経
済
効
果
２
兆
円
」
日
の
日
け

棗翼・予手
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